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環 境 経 営 方 針 
 

基 本 理 念  
東海建装株式会社は、地域における環境への影響を考慮し、そして未来により良い

地球環境を残すために、工事施工での環境負荷・環境影響を常に最小限に出来る保

全活動を念頭に、事業活動を行います。 

 

行 動 指 針 
労働災害の撲滅及び効率化による施工の向上により、不具合品“０”による環境負

荷・環境影響低減を実行します。  
 

① 二酸化炭素の排出削減に努力します。 

 事業活動に於ける電気・軽油・灯油・ガソリンなどの削減による 

 二酸化炭素排出量の低減に努めます。 

 

② 省資源並びにリサイクルに努力します。 

 事務所から出る廃棄物を、最小限にする努力をします。 

 リサイクルの促進の為、燃えるゴミ・ペットボトル・缶・ビンを 

 分別収集、及び現場作業から出る産業廃棄物を適正に処置します。 

 

③ 化学物質を使う時は、法規制に基づき適正な管理により環境 

配慮します。 

 

④ 建設工事に関して、低環境負荷の重機を使用し、材料に関しても事務備

品等のグリーン購入も含め、環境に配慮して行います。 

 

⑤ 全職員、協力会社職員に環境保全活動の理解を求め、協力行動して 

いただくように努めます。 

 

          ➅ 環境に関連する法規制等を遵守します。 

 

      ➆ 施工体制に見合った人材育成を実行します。 

 

⑧ 環境経営の継続的改善を誓約します。 

令和 ５ 年 ４月 １日 

東海建装株式会社 

代表取締役 下川 賢吾 
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会 社 概 要 
 

 事業者 東海建装株式会社 

 ・代表者氏名 代表取締役 下川 賢吾 

 ・所在地 〒802-0074 

 福岡県北九州市小倉北区白銀一丁目５番１７－１０１号 

 ・環境管理責任者  岡﨑 照秋 

 ・担当者氏名   総務部 梅木 綾 

 ・連絡先   ＴＥＬ 093-941-0221 

        ＦＡＸ 093-941-0224 

        Ｅ-mail toukai-0221@guitar.ocn.ne.jp 

 ・事業の内容   建築工事業、 

 塗装工事業、とび・土工工事業 

               解体工事業 

  

 ・事業の規模 

    資本金 300万円 

 

 ・会社の沿革.設立 

    平成 10年 3月 27日設立 

   

  

単位 
 

 

令和２年度 
 

令和３年度 
 

令和４年度 

 

売上高 
 

 

百万円 
 

３５ 
 

３７ 
 

２２ 

 

従業員 
 

 

人 
 

４ 
 

４ 
 

４ 

 

床面積 
 

 

㎡ 
 

２６ 
 

２６ 
 

２６ 

 

 

・認証・登録範囲   全組織・事業活動（建築工事業） 

 

  ・事業年度    ８月１日 ～ 翌年７月３１日 
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ＥＡ２１実施体制（建設業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役割分担表 

所属（役職） 役割・責任・権限・使命 

代 表 取 締 役 全体の総括、環境方針の設定、環境への取組を実施するための

資源の準備、全体の評価と見直し 

環境管理責任者 環境管理責任者として全体の把握、環境経営システムを構築し、

運用し、その状況を社長に報告する 

Ｅ Ａ 2 1 委員会 １ヶ月に１回開催し、環境目標の達成状況及び活動計画の実行状

況を審議する 

Ｅ Ａ 2 1 事務局 ＥＡ21活動推進・文書及び記録類の作成・維持・管理 

総 務 部 電力、水消費量の管理 

工 務 部 廃棄物の排出量管理、リサイクル率管理 

総 務 部 車燃料（ガソリン、軽油）、灯油、重油消費料等管理 

建 設 現 場 建設現場のエネルギー削減・リサイクル率管理、環境景観管理 

 

 

代表取締役 

  

ＥＡ２１委員会 

 

環境管理責任者 

 

 

ＥＡ21事務局 

 

 

工務部門 

 

建設現場 

 

 

総務部門 
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令和４年度及び中期環境経営目標 
 

【事務所・現場】 

 

 【事務所】 

（注-1）購入電力の二酸化炭素排出係数については、九州電力の 28年度の係数 0.483kg-CO2/kWhを用いております。 

（注-2）ガソリン使用量については、令和 2年度を基準としております。 

 

 

 

 

項 目 単位 

(基準) 目標 

平成２８年度 

基準 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

二酸化炭素排出

量の削減 
kg-CO2 12296.84 

12096.19 11967.43 11843.65 

５％削減 ６％削減 ７％削減 

項 目 単位 

(基準) 目標 

平成２８年度 

基準 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

二酸化炭素排 

出量の削減 
kg-CO2 9516.67 9320.80 9220.13 9124.45 

電気使用量 ｋＷｈ 3905 
3715 3676 3637 

５％削減 ６％削減 ７％削減 

灯油使用量 ℓ 378 
363 357 353 

５％削減 ６％削減 ７％削減 

ガソリン 

使用量 
ℓ 2880.96 

2852.22 2823.41 2794.61 

２％削減 ３％削減 ４％削減 

廃棄物の排 

出量削減 
㎏ 40.2 

34.4 34 33.7 

５％削減 ６％削減 ７％削減 

総排水量 

の削減 
㎥ 52 

51.7 51.4 50.22 

５％削減 ６％削減 ７％削減 

グリーン購入

の推進 
備品等 購入時に検討する。 

会社周辺の 

清掃 
― ２回／週 ２回/週 ２回/週 ２回/週 
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【現場】 

 

 

（注-1）購入電力の二酸化炭素排出係数については、九州電力の 28年度の係数 0483kg-CO2/kWhを用いております。 

（注-2）軽油使用量については、令和 2年度を基準としております。 

 

項 目 単位 

(基準) 目標 

平成２８年度 

基準 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

二酸化炭素排

出量の削減 

kg -CO2/百万

円 
77.12 76.22 75.45 74.68 

電気使用量 ｋＷｈ/百万円 7.4 
7.03 6.96 6.89 

５％削減 ６％削減 ７％削減 

軽油使用量 
ℓ/ 

百万円 
28.03 

27.75 27.47 27.19 

１％削減 ２％削減 ３％削減 

産業廃棄物の 

リサイクル 
％ 100 100 100 100 

建設資材の 

リサイクル 
％ 100 100 100 100 

建設騒音・振

動の発生を極

力防止する 

‐ 
建設騒音・振動の発生を極力防止するとともに、 

これに関する苦情の発生を「ゼロ」に維持する。 

化学物質使用

量の削減 
‐ すべての工事のおいて薬品等の使用を極力削減する。 

地域との協調

ならびに景観

保存 

‐ 

設計図書に忠実に従い、地域の景観を出来る限り保存する

とともに、工事全体における苦情の発生を「ゼロ」に維持す

る。 
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環境経営計画の内容 
 

二酸化炭素排出量の削減 事務所 現場 

電気使用量の削減 ①エアコン設定温度を決

め、実行する。 

②昼休みの消灯 

③残業時の不要な照明の

消灯 

④長時間席を離れる時、

パソコンの電源 OFF 

⑤高効率蛍光灯、インバ

ーター照明機器の導入 

⑥不要電力消費抑制(不

要な場合は機械を止め

る) 

①エアコン設定温度を決

め、実行する。 

②高効率蛍光灯、インバ

ーター照明機器の導入 

③不要電力消費抑制(不

要な場合は機械を止め

る) 

 

灯油使用量の削減 ①ストーブ運転時間の見

直し 

②高効率ストーブへの切

替検討 

①不要な暖房の排除 

 

ガソリン・軽油使用量の削

減 

①エコドライブの励行 

②アイドリングストップの

励行 

① 燃料向上(エコ運転) 

② 重機・車両の適正空気

圧の整備 

 

 

廃棄物排出量の削減 事務所 現場 

廃棄物排出量の削減 ① ペーパーレス化の推進 

② 裏紙の利用 

① ペーパーレス化の

推進 

② 裏紙の利用 

③ 端材・部材の転用 

 

総排水量の削減 事務所 現場 

総排水量の削減 ① 節水活動の推進 － 

 

グリーン購入の推進 事務所 現場 

グリーン購入の推進 ① グリーン購入法特定調

達物品情報提供シス

テム掲載品を購入 

－ 
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建設騒音・振動の発生防

止 
事務所 現場 

建設騒音・振動の発生防

止 

－ ① 低騒音型建設機材の

検討・採用 

② 作業工程の工夫など

影響の最小限化 

 

会社周辺の清掃 事務所 現場 

会社周辺の清掃 ①班を編成し、従事頻度を

軽減し義務感を取り除く 

－ 

 

化学物質使用料の削減 事務所 現場 

化学物質使用料の削減 － ① 接着剤等化学薬品の

適正管理を行い、使用

を極力抑えると共に、 

代替材料の模索。 

 

地域との協調ならびに景

観保存 
事務所 現場 

地域との協調ならびに景

観保存 

➀会社周辺の清掃と地域

住民とのコミュニケーシ

ョンの推進 

➀建設現場の整理整頓、

清掃 

② 地域住民との環境コミ

ュニケーションの推進 
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環境経営目標の実績 
・令和４年度の目標に於ける実績は以下の通りであった。 

【事務所・現場】 

項 目 単位 
平成２８年度 令和４年度 

  

令和４年度 目標の達成

率(％) 基 準 目 標 実 績 

二酸化炭素総排出量 kg -CO2 12296.84 11967.43 10640.14 112.47 

【事務所】 

【現場】 

項 目 単位 
平成２８年度 令和４年度 

  

令和４年度 目標の達

成率(％) 基 準 目 標 実 績 

二酸化炭素総排出量 kg-CO2 2780.17 2747.30 1332.21 206.22 

二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2/百万 77.12 75.45 41.6 181.37 

 電気の使用量削減 kWh/百万 7.4 6.96 0.66 1054.55 

 軽油使用量の削減 ℓ/百万 28.03 27.47 16 171.69 

廃棄物のリサイクル ％ 100％ 100％ 100％ 100％ 

建設副産物資材の 

リサイクル 
― 100％ 100％ 100％ 100％ 

建設騒音・振動の 

発生防止 
― 

建設騒音・振動の発生を極力防止する

とともに、これに関する苦情の発生を「ゼ

ロ」に維持する。 

実施 ○ 

化学物質使用量の削減 ― 
すべての工事において薬品等の使用を

極力削減する。 
実施 ○ 

地域との協調ならびに 

景観保存 
― 

設計図書に忠実に従い、地域の景観を

できる限り保存するとともに、工事全体

における苦情の発生を「ゼロ」に維持す

る。 

実施 ○ 

 

 

 

 

項 目 単位 
平成２８年度 令和４年度 

  

令和４年度 目標の達成

率(％) 基 準 目 標 実 績 

二酸化炭素総排出量 kg-CO2 9516.67 9220.13 9307.93 99.06 

二酸化炭素排出量の削減 ― ― ― ― ― 

  電気の使用量削減 kWh 3905 3676 3623 101.46 

  灯油使用量の削減 ℓ 378 357 72 495.83 

  ガソリン使用量の削減 ℓ 2880.96 2823.41 3180.49 88.77 

廃棄物排出量の削減 ㎏ 40.2 34.0 16.96 200.47 

総排水量の削減 ㎥ 54 51.4 12 428.33 

グリーン購入の推進 備品等 購入時に検討する。 - - 

会社周辺の清掃 実施回数 2回／週 2回／週 2回／週 100 
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環境経営計画の取組結果 
 

【事務所】 

１．二酸化炭素排出量の削減 

二酸化炭素の排出量は、平成２８年度の活動結果を基準に、中期目標として事

務所及び現場を継続的に運用した。その成果は、総合評価：99.06%で未達成とされ

ている。その内容は以下の通りです。 

  (１)電気使用量の削減 

     電気使用量ついて、活動実績：101.46％と達成している。事務所は安定した集計

ができるので活動計画を確実な運用とコロナ等の新感染症による工事実績の

減少も環境実績に大きく影響していない。今後の活動課題では、照明器具及

び空調機は環境投資で省エネタイプへ継続更新した。今後も、持続的な継続

が必要です。 

  (２)灯油使用量の削減 

          灯油は、冬季暖房用であることから温暖化による影響により達成：495.83％であ

り、目標との差異が大きいが、温度変化の影響を考慮し、目標を固定した継続

的な室内温度の適切な温度管理を保持する。特に空調器との共用で温度管理

を適切に徹底した活動を行います。 

  (３)ガソリン使用量 

    燃料は、主として営業及び現場対応時に使用しているが、諸条件による工事受

注の減少により、営業範囲の拡大で未達成：88.77％である。従って、運転ルート

の的確な選択及びエコドライブ活動の徹底は継続運用が必要です。また、今後

は環境投資として、省エネタイプ社用車の導入など検討課題を継続します。 

 ２．廃棄物排出量の削減 

   廃棄物は、活動目標を達成：200.47%である。事業系一般廃棄物(一般ごみ)として

排出される。ついては、北九州市ごみ分別に基づき確実な継続をします。 

しかし、これら消耗品を単に廃棄物として排出するのではなく、３Ｒ活動の一環と

して、再資源化や再利用になり得ないか常時の監視を継続します。 

 ３．総排水量(給水量)削減 

      水使用は、428.33%で達成した。手洗い等の使用量に限定されるので徹底した節

水対策及び社員の啓発が大切であり、この醸成度の向上を朝礼やミーティング

を通して継続的に行います。 

 ４．グリーン購入の推進 

       グリーン調達品やエコ商品を優先的に購入することでは、活動目標を 100%達成し

ているが、対象が文具類に限定されているので、これら購入対象品の調査を含

め今後とも積極的な活動を行います。 

     ５．会社周辺の清掃 

   ・実施目標を週２回としたが、目標値の 100％達成しました。 

    この要因は、社員一同の努力によるものだと思います。 

    ＳＤＧＳ活動の啓発の意図からも、今後、この取り組みを持続します。 
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【建設現場】 

１．二酸化炭素排出量の削減 

コロナ新感染症及び受注量の減少もあるが努力成果により、総排出量：206.22%

達成され、原単位換算では、活動実績：181.37％と達成した。これは電気使用量が

大きく影響した結果と思われる。個別評価は以下の通りです。 

  (１)電気使用量の削減 

現場は、プロジェクト工事内容により使用量にバラツキが生じる為、変動がある

前提で活動した。この結果、達成 1054.55%（主因は、工事負荷に対して、売上

金額が増大）であるが、使用する電気・照明装置は、省エネタイプの使用及び

協力会社への努力要請を継続的に実施します。 

  (２)灯油使用量の削減 

    現場事務所及び作業現場での使用は、現状ではありません。しかし、使用時に

は、日頃からその周知徹底など現場ミーティングを通して継続維持します。 

  (３)軽油使用量 

      目標に対して達成率：171.69%の結果は、選べる工事が減少したことと近距離移

動が増えたため、燃料使用量の大きな変動の影響がなかった。しかし、社有車

の使用に限られていることから、使用時にはエコドライブ運転の徹底を継続的に

行います。 

 ２．廃棄物廃棄物の削減 

(１)廃棄物総排出量 

設計図書通りの排出物以外は、適切な処置を実施した。また、産業廃棄物は公

共工事（北九州市他）として工事仕様書にもとづく処置が行われることが前提で

あり、これを徹底すること。並びに、事務所の一般廃棄物は北九州市ごみ分別

に基づき確実な継続運用をします。 

 (２)建設副資材のリサイクル 

    リサイクルは当初設計図書の通りに実施をした。しかし、現場作業においては、

その他副産物の発生があれば、法規制に適合した適宜な処置を行います。 

 ３．騒音・振動の発生を極力防止する。 

   騒音・振動の発生を生じる工事はありませんでした。 

 ４．建設騒音・振動の発生を極力防止する。 

    重機は低騒音型、及び防音シート等で、建設騒音をなるべく低くし、振動もブレー

カー等を使わず、電動ピック等で斫り作業をした結果、苦情等の発生はありませ

んでした。 

 ５．化学物質使用量の削減 

   化学物質使用として、塗装工事(VOC)及び内装工事は、外注業者に材料込みで

委託しております。塗料についてはＦ☆☆☆☆認証製品を採用、また内装の接着

剤の適正使用を指導しました。これに関しての苦情も全くありませんでした。 

 ６．地域との協調ならびに景観保全 

   工事現場内外の５Ｓ活動の徹底により、清掃が良くできていて、外観から見ても

地域の環境を損なうようなことはありませんでした。 
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次年度の環境経営目標及び環境経営計画の内容 
 

この度の実績を踏まえて、来期は７％の削減目標を検討して取組む。 

  次年度についても今回行ったものと同様の内容で活動します。 

 

二酸化炭素排出量の削減 事務所 現場 

電気使用量の削減 ①エアコン設定温度を決

め、実行する。 

②昼休みの消灯 

③残業時の不要な照明の

消灯 

④長時間席を離れる時、

パソコンの電源 OFF 

⑤高効率蛍光灯、インバ

ーター照明機器の導入 

⑥不要電力消費抑制(不

要な場合は機械を止める) 

①エアコン設定温度を決

め、実行する。 

②高効率蛍光灯、インバ

ーター照明機器の導入 

③不要電力消費抑制(不

要な場合は機械を止め

る) 

➃効率的な作業により３

Ｍ(ﾑﾀﾞ､ﾑﾘ､ﾑﾗ)を排除

し、手直し“0”を図る。 

灯油使用量の削減 ①ストーブ運転時間の見

直し 

②高効率ストーブへの切

替検討 

①不要な暖房の排除 

➁適正な服装の徹底 

ガソリン・軽油使用量 

の削減 

①エコドライブの励行 

②アイドリングストップの

励行 

➀燃料向上(エコ運転) 

➁重機・車両の適正空気

圧の整備 

 

廃棄物排出量の削減 事務所 現場 

廃棄物排出量の削減 ➀ペーパーレス化の推進 

➁裏紙の利用 

➀ペーパーレス化の推進 

➁裏紙の利用 

➂端材・部材の転用 

➃手直しの削減 

 

 

総排水量の削減 事務所 現場 

総排水量の削減 ➀節水活動の推進 － 

グリーン購入の推進 事務所 現場 

グリーン購入の推進 ➀グリーン購入法特定調

達物品情報提供システム

掲載品を購入 

 

－ 
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建設騒音・振動の発生防止 事務所 現場 

建設騒音・振動の発生防止 － ➀低騒音方建設機材の

検討・採用 

➁作業工程の工夫など

影響の最小限化 

 

化学物質使用料の削減 事務所 現場 

化学物質使用料の削減 － ➀接着剤等化学薬品の

適正管理を行い、使用

を極力抑えると共に、

代替材料の模索。 

 

会社周辺の清掃 事務所 現場 

会社周辺の清掃 ①班を編成し、従事頻度

を軽減し義務感を取り除く 

－ 

 

地域との協調ならびに景観

保存 
事務所 現場 

地域との協調ならびに景観

保存 

－ ➀建設現場の整理整

頓、清掃 

➁地域住民との環境コミ

ュニケーションの推進 

 

 

 

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟等の有無 

 

 

 環境関連法規への違反は、自社で順守評価した結果ありませんでした。 

 なお、関係当局よりの違反の指摘、利害関係者からの訴訟等の年間を通して、 あ

りませんでした。 

 

主な環境法規制 

廃棄物処理法、建設リサイクル法、フロン排出抑制法 等 
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代表者による全体評価と見直しの結果 
 

 

１．代表者による全体評価 

１）二酸化炭素排出量の削減では、総合評価：88.90％で未達成の結果であった。しか

し、このエネルギー消費の大部分を占める電気使用量が削減できたこと、及びコ

ロナ新感染症の影響もあり、工事受注量は減少したが、工事現場が拡散し燃料

(ガソリン・軽油)の消費が多大な影響を経営目標に与えた。これは、活動基本であ

る節電の意識が浸透してきた省エネ化の成果もあり、今後は作業の見直しを含め

更なる効果を得るために継続して進める。また、燃料(ガソリン、軽油)使用量の削

減は、営業拡大と工事現場の地理的な要因もあり、移動時間も必要なことから、

今後は運行経路やアイドリングストップ・エコドライブなどの改善強化を継続的に

徹底します。 

     ２）廃棄物の削減では、特に工事現場での産業廃棄物を発注者の規約とおりに徹底

すること。段ボールや紙類は、再使用し廃棄ダンボールを減らせたことや、事務所

でのコピー用紙への裏紙使用及び再資源化及び再使用への意識が浸透したこと

の効果により目標達成となった。今後は、継続的に持続可能な資源の有効活用

(3R活動)を促進します。 

 ３）水資源の削減は、継続的な節水活動の結果目標達成となった。今後も継続して活

動します。 

 ４）現場工事での塗装作業における化学物質使用の抑制では、代替塗料及び接着剤

の使用や周辺環境への配慮を徹底します。 

５）会社周辺の清掃活動及び現場周辺における地域との協調ならびに景観保存など

有益な環境活動は、従業員の環境意識の向上の結果、清掃活動や工事保全など

による持続可能な環境保全を積極的な参加により目標達成できました。 

 

 

２．見直しの結果（社長指示） 

 １）二酸化炭素排出量の削減に関しては、国策(ESG、ＳＤＧＳ)でもあり事業継続する上

で必要不可欠な運用対策であることから、今後はエネルギー消費の大きい電力

使用量、特に、燃料について本来業務の中で継続的な改善を実施すること。 

 ２）化学物質使用の抑制と廃棄物の削減に係わる塗装作業については、極力化学物

質を使用しない塗料へ更新及び内装の接着剤の適正使用へ指導するなど、化学

物質不使用への抜本的な取組が必要であり、重要課題として促進していくこと。 

 ３）環境活動で有益な効果をもたらす運用に関して、内部・外部要因等への影響を与

えることを踏まえ、今後より効果を顕在化できる活動内容を検討し、実現すること。 

 ４）上記の活動に対する重点施策について、「今後の取組内容」に準じる。  


